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一 吟 徹 心 霊
一 曲 能 興 国

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

本
会
顧
問
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
吟
界
各
方
面
の
皆
様
、
新
し
い
年

を
迎
え
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
前
代
未
聞
の
猛
暑
の
夏
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
各
地

で
の
熊
騒
動
と
、
大
変
な
一
年
で
し
た
。
今
年
は
、
流
祖
の
50
回
忌
と

現
宗
家
の
就
任
50
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。
会
員
一
同
、
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
八
年

一
月

詩
吟
朗
詠
錦
城
流

宗
家

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

会
長

城
戸
城
濤

丙
午
の
新
春
を
迎
え
、
皆
様
と

共
々
、
こ
の
一
年
が
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
平
和
で
安
全

な
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
一
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
３
月
に
は
湯
河
原
で
師
範
吟

詠
大
会
並
び
に
研
修
会
を
開
催
、
６

月
に
は
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
師
範
吟
詠
大
会
並
び
に
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
に
は
宗
家
が
渾
身
の
力
で
作

曲
さ
れ
た
教
本
第
四
十
編
の
完
成
を

見
、
宗
範
並
び
に
総
師
範
の
代
表
者

に
対
す
る
宗
家
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
50
年
に
亘
る
ご
努
力
の
結
晶
と

考
え
、
一
つ
の
大
き
な
功
績
と
し
て

喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

11
月
11
日
、
公
益
財
団
法
人
日
本

吟
剣
詩
舞
振
興
会
主
催
の
全
国
吟
詠

剣
詩
舞
道
大
会
が
、
５
年
ぶ
り
に
東

京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
大
変

盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
錦
城

会
は
、
初
代
宗
家
が
振
興
会
設
立
の

当
初
か
ら
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

当
会
の
発
展
と
共
に
振
興
会
の
変
遷

に
違
和
感
を
覚
え
脱
会
し
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
度
は
、
吟
詠
剣
詩
舞
道

発
展
の
た
め
と
の
お
誘
い
に
応
え
、

大
会
へ
の
参
加
を
決
意
し
ま
し
て
、

東
京
近
郊
の
県
本
部
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
男
女
夫
々
一
組
の
合
吟
発

表
で
任
を
果
た
し
ま
し
た
。

11
月
30
日
、
吟
道
の
碑
前
祭
が
沼

津
市
大
瀬
崎
の
大
瀬
神
社
社
務
所
に

於
い
て
斎
行
さ
れ
、
こ
れ
に
は
宗
家

も
参
加
さ
れ
て
、
滞
り
な
く
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
碑
前
祭
は
こ
れ
ま

で
、
碑
の
建
て
ら
れ
て
い
る
大
瀬
崎

中
腹
の
吟
魂
台
で
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
こ
ま
で
３
０
０
段
余
の
急

な
階
段
を
登
ら
な
い
と
行
け
ま
せ
ん

の
で
参
加
者
の
高
齢
化
と
共
に
、
登

り
切
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
度
、
神
社
の
ご
努
力

と
吟
詠
界
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

社
務
所
の
改
装
成
っ
て
、
今
回
初
め

て
社
務
所
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
宗
家
が
提
唱
し
て
い
た
神
社
で

の
開
催
が
実
現
し
た
こ
と
に
宗
家
も

安
堵
さ
れ
、
宮
司
さ
ん
と
の
お
話
も

大
変
弾
ん
だ
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

12
月
7
日
、
令
和
7
年
度
全
国
大

会
が
福
岡
県
大
野
城
市
に
於
い
て
開

催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
３
４
０
名

余
の
会
員
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
８
０
０
人
収
容
の

会
場
が
一
時
は
立
ち
見
の
人
が
出
る

ほ
ど
の
来
客
数
で
こ
れ
に
は
主
催
者

一
同
大
い
に
驚
く
と
同
時
に
、
地
元

開
催
県
の
ご
努
力
に
大
い
な
る
賞
賛

を
送
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
主
だ
っ
た
昨
年

の
事
業
を
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
会

創
設
７
２
年
目
を
迎
え
る
本
年
の
全

国
大
会
は
9
月
27
日
、
東
京
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
流
祖
50
回
忌
追
善

の
年
で
あ
り
、
現
宗
家
襲
名
50
周
年

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
多
数

の
会
員
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

午
年
の
本
年
が
、
会
員
皆
様
に
と

り
飛
翔
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
吟
詠
・

詩
舞
・
琵
琶
の
普
及
活
動
に
一
層
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

会
長

城

戸

城

濤

流
祖
50
回
忌
の
新
年
を
迎
え
て

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

７
・
10
・
16
よ
り

７
・
12
・
15
ま
で

10
月
18
～
20
日

広
島
県
本
部
の
師

範
指
導
と
昇
格
審
査

　
　

26
日

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
決
勝
大
会
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A
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A
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A
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27
日

山
口
県
本
部
の
講
習
研

修
会
と
昇
格
審
査

11
月
30
日

吟
道
之
碑

第
62
回
合

祀
祭

12
月
７
日

全
国
大
会

福
岡
県
大

野
城
市
・
ま
ど
か
ぴ
あ
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相
談
役

山
元
錦
城
（
東

京
）

同

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

最
高
諮
問
委
員

山
元
錦
隆
（
東

京
）

同

村
瀬
城
博
（
愛

知
）

副
会
長

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

同

金
子
城
大
（
埼

玉
）

専
務
理
事

土
師
城
皓
（
神
奈
川
）

常
務
理
事

高
羽
城
幹
（
神
奈
川
）

同

佐
藤
錦
杲
（
神
奈
川
）

理

事

今
井

勝
（
東

京
）

同

東
本
錦
怜
（
福

岡
）

同

西
川
錦
洸
（
広

島
）

同

竹
崎
錦
里
（
道

南
）

同

吉
本
城
川
（
鹿
児
島
）

同

鍛
治
錦
代
（
愛

知
）

同

後
藤
錦
曜
（
長

崎
）

同

林

錦
枝
（
滋

賀
）

同

佐
藤
城
孝
（
神
奈
川
）

同

藤
田
錦
信
（
宮

城
）

同

毎
熊
城
明
（
長

崎
）

同

土
田
城
紘
（
滋

賀
）

理

事

金
子
錦
右
（
佐

賀
）

同

中
野
錦
修
（
東

京
）

監

事

岩
田
城
龍
（
東

京
）

同

大
内
城
晃
（
茨

城
）

参

与

本
間
城
楓
（
道

央
）

同

芹
澤
城
征
（
福

島
）

同

海
野
錦
麗
香
（
茨

城
）

同

金
子
錦
要
（
埼

玉
）

同

和
田
錦
堯
（
東

京
）

同

深
水
城
實
（
静

岡
）

同

若
月
城
嗣
（
愛

知
）

同

宮
川
城
広
（
滋

賀
）

同

塩
川
錦
晃
（
大

阪
）

同

沖
浦
城
昭
（
広

島
）

同

山
本
城
勘
（
山

口
）

同

益
田
城
真
（
福

岡
）

同

飯
田
城
英
（
大

分
）

同

山
下
城
音
（
長

崎
）

同

吉
松
城
勇
（
宮

崎
）

衆

議

院

議

員

元

衆

議

院

議

員

筑
前
琵
琶
橘
流
日
本
橘
会
会
長

（
株
）日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
社
長

麻　
　

生　
　

太　
　

郎

久　
　

間　
　

章　
　

生

橘　
　
　
　
　

旭　
　

宗

水　
　

島　
　
　
　
　

総

顧　
　

問
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会

長　
　

城

戸

城

濤

迎　　　春
元        旦
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令和７年度　詩吟朗詠錦城流・一般社団法人詩吟朗詠錦城会

全 國 大 会
	 【開 催 日】令和７年12月7日（日）

	 【開催会場】福岡県大野城市「まどかぴあ大ホール」
会場の「まどかぴあ」

令
和
７
年
12
月
７
日
、
福
岡
県
大

野
城
市
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
舞
台
上
手
花
道
客
席
か
ら
見

え
な
い
位
置
に
椅
子
を
置
き
、
自
宅

で
陰
膳
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
流
祖

の
写
真
に
見
守
っ
て
頂
き
乍
ら
の
開

幕
。
結
果
か
ら
言
う
と
、
大
会
本
番

か
ら
懇
親
会
ま
で
盛
会
裡
に
終
わ
り

ま
し
た
。
全
国
か
ら
ご
参
加
下
さ
い

ま
し
た
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

温
故
知
新
と
申
し
ま
す
が
、
こ
こ

で
福
岡
県
に
於
い
て
の
全
国
大
会
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

一
、
昭
和
40
年
、
北
九
州
市
門
司
文

化
セ
ン
タ
ー
開
催
（
錦
城
会
地
方

進
出
全
国
大
会
は
、
昭
和
38
年
長

崎
県
に
次
い
で
開
催
し
て
い
る
）

二
、
昭
和
48
年
、
小
倉
市
民
会
館
に

於
い
て
超
満
員
に
て
開
催

三
、
昭
和
60
年
、
新
装
の
小
倉
厚
生

年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
、
千
余
名
の

会
員
参
加
、
大
盛
況
の
う
ち
に
開

催・
同
年
「
錦
友
の
歌
」
が
錦
城
会

讃
歌
と
し
て
、
現
事
務
局
長
・

金
子
城
大
先
生
の
企
画
に
よ
り

誕
生

・
平
成
２
年
３
月
、
詩
吟
朗
詠
錦

城
会
が
社
団
法
人
と
し
て
認
可

さ
れ
る

全
国
大
会
・
所
感

…
イ
ン
福
岡
県
…

福
岡
県
本
部
長

東
本
錦
怜

四
、
平
成
11
年
、
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス

ホ
ー
ル
２
３
４
０
席
超
満
席
、
全

国
会
員
11
番
迄
の
番
数
で
千
人
の

合
吟
、
と
な
っ
て
い
る

五
、
平
成
23
年
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
９
０
０
席
ほ

ぼ
満
席

六
、
令
和
７
年
12
月
７
日
、
大
野
城

ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル
８
０
０

席
、
番
組
37
番
中
、
中
間
時
点
は
、

ほ
ぼ
満
席
状
態

こ
の
事
を
こ
れ
か
ら
の
全
国
大
会

を
念
頭
に
置
い
て
取
り
組
む
こ
と
も

大
事
な
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。計

、
福
岡
県
内
で
の
全
国
大
会
６

回
開
催
さ
れ
て
い
る
中
で
も
平
成

11
年
の
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
ー
ル

２
３
４
０
席
超
満
員
の
全
国
大
会
は

凄
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
戻

れ
る
訳
で
は
な
い
が
、
懐
か
し
が
っ

て
い
て
も
駄
目
。

こ
の
度
の
大
野
城
で
の
大
会
、
多

く
の
方
々
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え
て

下
さ
っ
て
い
ま
す
。
詩
吟
に
関
心
を

「
大
い
に
持
っ
た
」、「
持
っ
た
」
と

た
く
さ
ん
の
回
答
。
初
め
て
観
た
、

聞
い
た
方
々
が
「
感
動
し
た
」、「
企

画
が
良
か
っ
た
」、「
涙
し
た
」
等
々

の
回
答
・
声
も
直
接
耳
に
色
々
な
形

で
入
っ
て
来
る
。

そ
の
様
な
好
評
が
前
向
き
な
気
持

ち
に
さ
せ
ら
れ
た
全
国
大
会
で
あ
っ

た
と
開
催
地
と
し
て
、
引
き
受
け
た

立
場
と
し
て
は
と
て
も
良
い
反
応

に
、
ご
来
場
の
方
々
へ
の
感
謝
と
共

に
、
全
国
大
会
開
催
に
当
た
り
並
々

な
ら
ぬ
努
力
と
協
力
を
し
て
下
さ
っ

た
関
係
の
方
々
へ
大
き
な
拍
手
と
感

謝
の
気
持
ち
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
!!令

和
７
年
12
月
７
日
、
全
国
大
会

が
「
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
福
岡
県

大
野
城
市
）」
に
て
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
多
く
の
先

生
方
や
会
員
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え

し
、
37
も
の
演
目
が
披
露
さ
れ
、
錦

城
流
の
魅
力
を
存
分
に
堪
能
で
き
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

福
岡
県
本
部
長
・
東
本
錦
怜
先
生

の
地
元
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
会
員
以
外
の
一
般
の
お
客
様
に

も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
ホ
ー

ル
約
８
０
０
席
が
、
ほ
ぼ
満
席
と
な

る
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
終
了
後

の
お
見
送
り
の
際
に
は
、
詩
吟
や
琵

琶
の
ラ
イ
ブ
演
奏
を
初
め
て
体
験
さ

れ
た
お
客
様
か
ら
「
本
当
に
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
感
動
し
た
。」
と
の
温

か
い
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

全
国
大
会
に参

加
し
て

私
は
、
今
回
初
め
て
全
国
大
会
の

運
営
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、
先
生
方

の
美
し
い
ご
発
声
や
特
別
番
組
に
心

か
ら
感
動
し
、
錦
城
流
に
ご
縁
を
頂

い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
思
い
が

一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
ご
出
席
さ
れ

た
大
野
城
市
前
市
長
・
井
本
宗
司
氏

が
ご
挨
拶
の
中
で
、
こ
の
日
の
た
め

に
東
本
先
生
が
ど
れ
ほ
ど
早
い
段
階

か
ら
、
時
間
を
惜
し
ま
ず
周
到
に
準

備
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
か
を
語
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
お
話
を
伺
い
、
東
本

先
生
を
は
じ
め
、大
会
役
員
の
皆
様
、

そ
し
て
大
会
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

全
国
の
す
べ
て
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

来
年
の
東
京
で
の
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
野
城
道
場

平
田
不
二
香
）

会
場
入
口
の
様
子
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こ
の
大
会
は
約
２
年
前
か
ら
会
場

を
予
約
し
て
東
本
錦
怜
本
部
長
を
中

心
に
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
り
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

先
ず
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
11
時

30
分
の
開
場
と
同
時
に
一
般
の
来
場

者
が
座
席
を
探
す
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
で
す
。
地
元
で
は
チ

ラ
シ
を
作
成
し
て
福
岡
県
の
会
員
が

会
場
を
一
杯
に
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
一
人
一
人
が
日
々
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。
会

場
は
開
幕
前
か
ら
ほ
ぼ
満
席
と
な
り

素
晴
ら
し
い
全
国
大
会
を
盛
会
裏
に

開
催
で
き
る
予
感
が
い
た
し
ま
し

た
。そ

し
て
予
測
し
た
通
り
、
ご
来
場

さ
れ
た
観
客
は
熱
心
に
舞
台
を
鑑
賞

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
出
吟
者
も

リ
ハ
ー
サ
ル
で
宗
家
先
生
か
ら
指
摘

さ
れ
た
こ
と
を
修
正
し
て
熱
い
吟
詠

で
応
え
ま
し
た
。
熱
心
な
観
客
に
真

摯
に
向
き
合
っ
て
、
観
客
に
応
え
る

詩
舞
、
剣
舞
、
琵
琶
、
朗
詠
が
あ
り
、

舞
台
と
客
席
の
一
体
感
が
徐
々
に
会

場
内
で
醸
成
さ
れ
て
い
く
様
を
見
る

こ
と
が
で
き
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し

た
。座

席
で
鑑
賞
す
る
の
に
併
せ
て
舞

台
の
袖
に
も
行
き
、
舞
台
と
客
席
を

交
互
に
観
察
し
て
き
ま
し
た
が
、
開

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
全
国
大
会
に
参
加
し
て

幕
か
ら
閉
幕
ま
で
順
調
な
進
行
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。琵
吟
舞
物
語「
平

家
兵
船
絵
巻
」
の
舞
台
が
終
わ
る
と

一
般
客
席
は
少
し
減
少
し
た
感
が
あ

り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
熱
心
に
鑑

賞
し
て
く
れ
た
福
岡
県
の
観
客
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
場
を
移
し
て
博
多
駅
前
の
ホ
テ

ル
で
の
懇
親
会
、
こ
れ
も
素
晴
ら
し

い
企
画
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
宗
家
先
生
か
ら
「
素
晴
ら
し
い

大
会
で
あ
っ
た
。
宗
家
と
し
て
褒
め

て
遣
わ
す
」
と
の
お
褒
め
の
言
葉
が

飛
び
出
し
ま
し
た
。
地
元
の
会
員
に

と
っ
て
こ
れ
以
上
の
言
葉
は
な
く
、

宗
家
の
言
葉
に
感
謝
し
つ
つ
、
誇
ら

し
い
気
持
ち
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

来
年
度
は
東
京
都
大
田
区
蒲
田
で

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
年

間
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
全
国
か
ら
大

勢
の
吟
友
が
東
京
都
に
集
う
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
神
奈
川
県
本
部

佐
藤
城
孝
）

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

佐
藤
錦
秋
（
愛
知
県
）　
　

７
・
10

森

城
晴
（
愛
知
県
）　
　

７
・
10

曽
我
錦
淑
（
山
口
県
）　
　

７
・
12

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

開会式男性の合吟女性の合吟

宝船名槍日本号女性合吟

男性合吟雲流る果てに殉国華
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琵琶曲「茶絃録」平家兵船絵巻大物の浦

詩舞「安宅」宗範　本村錦香義経の最期

閉会の辞

◇
本
部
長
の
交
替
◇

渡
邊
錦
龍

宮
城
県
本
部
長

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

新
入
会
員
の
紹
介

（
７
／
10
～
12
／
15
）

福
沢
支
部

牧

容
子

鹿
児
島
支
部

久
見
木
久
子

小
泉
友
子

井
上
良
江

大
田
支
部

木
村
祐
太

彦
根
支
部

渡
邊

徹

稲
本

誠

藤
沢
支
部

永
田
佳
子

木
村
久
美
子

芦
村
享
子

島
原
支
部

月
川
朱
美

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

大
野
城
道
場

中
村
富
乃

双
盤
講
保
存
会

廣
瀬
範
彦

黒
川
剛
広

黒
川
美
保

沼
隈
支
部

吉
岡
陽
子

名
古
屋
守
山
支
部

加
藤
和
男

福
山
松
浜
支
部

岡
本
修
成

鹿
町
道
場

富
樫
井
セ

草
津
支
部

谷
村
朱
美

大
津
支
部

矢
野
安
則

気
仙
沼
支
部

佐
藤
佳
子

横
浜
西
部
支
部

中
川

務

浅
井
支
部

大
谷
豊
子

諫
早
支
部

井
村
能
理
子

船
橋
道
場

都
築
啓
子

錦
秋
の
候
、
石
原
城
興
大
師
範
先

生
の
一
周
忌
祭
を
終
え
た
、
月
命
日

で
あ
る
11
月
14
日
に
石
原
錦
紫
総
師

範
と
石
原
城
興
大
師
範
の
両
大
先
生

が
永
眠
し
て
い
る
霊
園
へ
の
横
浜
西

部
支
部
吟
行
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。支

部
員
19
名
の
参
加
者
で
し
た
。

高
齢
者
の
多
い
会
員
に
は
、
吟
行
は

少
し
厳
し
い
か
な
と
の
思
い
で
し
た

が
、現
地
に
着
き
、そ
こ
か
ら
の
う
っ

す
ら
と
雪
を
冠
し
た
富
士
山
の
眺
望

の
す
ば
ら
し
さ
は
、
吟
行
の
厳
し
さ

を
一
瞬
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

横
浜
西
部
支
部
の
創
設
以
来
大
変

ご
苦
労
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
錦
紫
総

横
浜
西
部
支
部

吟

行

会

師
範
、
城
興
大
師
範
の
お
墓
参
り
が

で
き
、
久
し
ぶ
り
に
お
逢
い
し
、
昔

の
吟
声
を
心
に
想
い
な
が
ら
線
香
の

香
り
と
煙
に
清
め
ら
れ
な
が
ら
手
を

合
わ
せ
、
会
員
一
同
心
を
一
つ
に
し

て
男
女
そ
れ
ぞ
れ
で
献
吟
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
仲
間
た
ち

と
一
緒
に
吟
詠
が
長
く
で
き
る
よ
う

に
と
の
思
い
を
込
め
て
お
祈
り
し
ま

し
た
。

そ
の
後
の
稽
古
場
に
集
合
し
て
の

懇
親
会
で
は
、
普
段
会
う
機
会
が
少

な
い
仲
間
と
の
わ
い
わ
い
が
や
が
や

の
交
流
の
中
で
、
両
先
生
の
昔
話
に

誘
わ
れ
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
吟
詠
の
声

が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
な
ご
や
か

に
ま
た
一
つ
思
い
出
づ
く
り
が
で
き

た
吟
行
会
の
一
日
で
し
た
。

（
横
浜
西
部
支
部

野
々
川
錦
梢
）
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短
歌
一
般
の
部

有
原
裕
絵
様

全
国
第
二
位
を
獲
得
す
る

第
34
回
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟

剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
勝
大
会

が
、
行
く
秋
紅
葉
の
中
の
10
月
26
日

に
、
吟
詠
の
部
は
倉
敷
市
玉
島
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
、
剣
詩
舞
の
部
は
倉

敷
市
玉
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
区
の
予
選
大
会
を
乗
り

越
え
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得

さ
れ
て
の
出
場
と
な
り
、
会
場
内
は

緊
張
し
た
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。錦

城
会
か
ら
、
８
名
の
選
手
が
出

場
し
ま
し
た
。

漢
詩･

一
般
四
部

　
　
　
　
　

寒
河
江
護(

神
奈
川)

短
歌･

一
般
の
部

　
　
　
　
　

有
原
裕
絵(

埼
玉)

　
　

〃　
　

古
賀

豊(

神
奈
川)

　
　

〃　
　

寒
河
江
護(

神
奈
川)

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
30
日

（
日
）、
静
岡
県
沼
津
市
の
大
瀬
神
社

に
於
い
て
第
62
回
の
吟
道
之
碑
前
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
は
、
３
０
０
段
の
階
段
を
上

が
っ
た
広
場
に
あ
る
吟
道
之
碑
の
前

で
催
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

老
齢
化
が
進
み
、
階
段
を
上
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
に
な
り
、
今
年
は
、

海
辺
に
あ
る
大
瀬
神
社
の
社
務
所
を

お
借
り
し
て
催
事
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

錦
城
会
か
ら
は
、
宗
家
、
城
戸
会

長
を
は
じ
め
全
国
か
ら
20
数
名
が
参

第
62
回

吟
道
之
碑
前
祭
が
開
催
さ
れ
る

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
暑
い
ぐ
ら

い
の
天
候
で
、
富
士
山
も
海
を
隔
て

て
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
り
最
高

の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

錦
城
会
か
ら
の
合
祀
者
は
、
次
の

方
々
で
す
。

佐
藤
城
世
（
神
奈
川
県
）

鈴
木
城
花
（
静
岡
県
）

中
嶋
城
湖
（
滋
賀
県
）

岡
本
錦
竜
（
広
島
県
）

中
西
錦
訪
（
大
阪
府
）

保
智
錦
瀬
（
滋
賀
県
）

柊

錦
佼
（
滋
賀
県
）

古
市
錦
富
（
滋
賀
県
）

（
合
祀
者
の
名
簿
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

守
山
支
部
（
滋
賀
）

支
部
長

宇
野
錦
繰

盛
岡
支
部
（
岩
手
）

支
部
長

紺
野
錦
陽

野
洲
支
部
（
滋
賀
）

支
部
長

田
中
城
古

藤
沢
支
部
（
神
奈
川
）

支
部
長

岩
崎
城
信

多
く
の
刺
激
と
気
づ
き

こ
の
た
び
「
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大

会
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
流
祖
・
山
元
錦
城
先
生
が
生
前

大
い
に
ご
活
躍
さ
れ
た
由
緒
あ
る
大

会
で
あ
り
、
長
ら
く
の
願
い
が
叶
っ

た
、
か
け
が
え
の
な
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

武
道
館
と
い
う
大
舞
台
に
て
、
諸

流
派
の
皆
さ
ま
に
よ
る
氣
魄
あ
ふ
れ

る
吟
、
そ
し
て
迫
力
あ
る
剣
詩
舞
を

間
近
で
拝
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
流
派
が
持
つ
個
性
や
魅
せ
方
の

違
い
は
大
変
興
味
深
く
、
思
わ
ず
感

嘆
の
声
を
漏
ら
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で

し
た
。
ま
た
、
異
な
る
流
派
が
互
い

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

に
手
を
取
り
合
い
、
同
じ
舞
台
に
立

つ
姿
か
ら
は
、
流
派
の
垣
根
を
超
え

た
確
か
な
団
結
力
と
、
作
品
に
向
き

合
う
熱
意
が
伝
わ
り
、
胸
の
熱
く
な

る
思
い
で
し
た
。
多
く
の
刺
激
と
学

び
、
そ
し
て
大
き
な
気
づ
き
を
い
た

だ
い
た
、
大
変
貴
重
な
時
間
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
吟
界
の
皆
さ
ま
と

も
、
栄
え
あ
る
場
で
直
接
お
目
に
か

か
り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
も
、
心
よ
り
嬉
し
く
存

じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
東
京
都

金
子
錦
佑
）

詩
舞･

一
般
三
部

　
　
　
　
　

中
村
妙
子(

広
島)

　
　

〃　
　

神
原
光
江(

広
島)

　
　

〃　
　

井
上
順
子(

広
島)

　
　

〃　
　

坂
口
由
美
子(

広
島)

審
査
員
に
、
剣
詩
舞
の
部
を
、
西
川

緑
惠
先
生
が
務
め
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
、

短
歌
一
般
の
部

　
　
　
　
　

準
優
勝
有
原
裕
絵

　
　

〃　
　

第
四
位
寒
河
江
護

詩
舞
一
般
三
部

　
　
　
　
　

第
九
位
神
原
光
江

　
　

〃　
　

第
十
位
中
村
妙
子

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で
は
、『
文

部
科
学
大
臣
賞
』『
県
知
事
賞
』『（
公

財
）
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
賞
』

を
決
め
る

｢

出
場
者
部
門
別｣

優
勝

者
に
よ
る
吟
詠
の
部
優
勝
者
（
幼
少

年
の
部
を
除
く
）
６
名
、
剣
詩
舞
の

部
、
優
勝
者
８
名
で
本
決
選
を
行
な

い
ま
し
た
。
こ
の
本
決
選
に
は
、
錦

城
会
か
ら
の
出
場
者
を
残
念
な
が
ら

送
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し

た
皆
様
方
も
来
年
を
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

開
催
地
、
日
伝
吟
中
国
本
部
会
長

大
橋
宗
風
先
生
を
始
め
、
役
員
・
委

員
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
錦
城
会
広
島
県
本
部
長
、
西

川
錦
洸
先
生
を
始
め
大
会
役
員
と
し

て
御
世
話
取
り
下
さ
い
ま
し
た
皆
様

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度

は
、
11
月
29
日
に
、
愛
知
県
津
島
市

文
化
会
館
で
開
催
の
予
定
で
す
。

尚
、日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で
は
、

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
を
８
地
区
（
北
海

道
・
関
東
・
北
陸
・
中
部
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
・
九
州
）
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
地
区
予
選
会
に

技
量
の
向
上
の
一
助
に
出
場
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

金
子
城
大

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
８
年
４
月
～
９
年
３
月
）

◆
本
会
主
催

◇
本
会
後
援

◇
滋
賀
県
湖
南
地
区
大
会

・
令
和
８
年
７
月
19
日
（
日
）

◆
錦
城
会
全
国
大
会

・
令
和
８
年
９
月
27
日
（
日
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A




